冬期研修を行いました
2月7日（土）、伊那市創造館で「信州の不思議な昆虫～不思議なくらしと迫りくる脅威～」と題して、昆虫学者の小松貴先生にご講演していただきました。
特に、小松先生が信州大学在学中から現在に至るまで調査・研究しているアリの巣に居候する生き物「好蟻性生物（昆虫）」について、画像を見せていただきながら分かりやすく説明していただきました。世の中には、アリのセキュリティシステムを逆手に取り、アリを搾取する昆虫たちがたくさんいることや、その昆虫たちのアリをだますための作戦のおもしろさ、昆虫の生態を突き止めるまでの研究の過程や小松先生の情熱に引き込まれました。
小松先生は、「長野県は南北にのびた地形だからこそ、様々な種の生き物が存在している。特に昆虫は、環境にしばられた生き物なので、長野の環境の多様さを反映した種の豊富さがある。」とおっしゃっていました。さらに、「ここ10年で信州の環境は大きく変わってきている。気温の上昇から、ハラビロカマキリ、ヨコヅナサシガメ、アオマツムシなど南の方に生息していた昆虫が長野でも当たり前に見られるようになった。松枯れにより地表の乾燥がすすみ、シカの増加によって下草が食べつくされ、地表が流れ岩石がむき出しになっている場所が増えた。」と、どんな変化がみられるのか、具体的にお話していただきました。
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